
2023年度

生徒募集要項



【CRAM高等学院とは】
通信制高校に通う生徒に対して、3年間で卒業ができるよう単位取得・進級などに必要とされる学習面、
生活面、精神面でサポートすることが目的です。本学院は、信州松本学園と提携し、日本ウェルネス高等

学校の卒業生となります。

【募集人員】

学科 コース 入学定員

普通科

　　　　・総合コース
　　　　・大学受験コース
　　　　・医療系コース
　　　　・チャレンジコース
　　　　・ITコース

10名

【出願から入学までの手続き方法について】

出願方法 ●入学検定料(10,000円)
本校指定の振込依頼書を使用の上、銀行から10,000円を納入してください。
銀行より受け取った「振込金受付証明書」を願書の裏面に貼付してください。
●写真3枚
タテ4 cm×ヨコ3cm、 背景白(3ヶ月以内のもの)、裏面に氏名、生年月日を必ず記入の
こと。入学願書に貼付してください 。

新入学 転入学
(現在他の高校に在籍の方)

編入学
(高校を中退された方 )

在籍している中学校からの調査
書
現在在籍している中学校あるいは卒業
した中学校に作成してもらい、願書に同
封してください。
⇒調査書
本校指定用紙、調査書、又は中学校指
定用紙を使用してください 。
Web出願の場合は郵送してください。

在籍している高校からの調査書
現在在籍している高校に所定の手続き
をお願いしてください。
⇒調査書
在籍中の高校側の指定用紙でも可 。
Web出願の場合は郵送してください。

以前に在籍していた高校からの
調査書
以前に在籍していた高校に作成してもら
い、願書に同封してください。
⇒調査書
以前に在籍していた高校側の指定用紙
でも可 。
Web出願の場合は郵送してください。

出願受付 随時可能 出願受付 随時可能 出願受付 随時可能

　出願者が用意する書類等
1.新入学願書
2.入学検定料の振込金受付証明書を
願書の裏面に貼る。
3.写真3枚
4.受験票

　出願者が用意する書類等
1.転入学願書
2.入学検定料の振込金受付証明書を
願書の裏面に貼る。
3.写真3枚
4.受験票

　出願者が用意する書類等
1.編入学願書
2.入学検定料の振込金受付証明書を願
書の裏面に貼る。
3.写真3枚
4.受験票

▼　　　　　　　　　　　　▼　　　　　　　　　　　▼

書類選考・試験(面接・事前作文等)にて合否を決定します
▼　　　　　　　　　　　　▼　　　　　　　　　　　▼

合格通知

▼　　　　　　　　　　　　▼　　　　　　　　　　　▼

学校より今後の詳細をご連絡いたします

【コースについて】



各コースは、卒業に必要な総合科目と自分で学びたい勉強内容を選んで決めます。

コース名 科目 対象生徒

総合コース 総合科目 高校卒業を優先させたい生徒

大学受験コース 総合科目＋志望校対策 大学進学を希望する生徒

医療系コース 総合科目＋医療系学校への対策 医療関係の学校へ進学したい生徒

チャレンジコース 総合科目＋資格受験対策 英検やPCスキルなど取り組みたい資格に
チャレンジしたい生徒

ITコース 総合科目
＋イラスト制作、動画編集、HP作成等

イラスト制作、動画編集、HP作成等の専用
ソフトを使えるようになりたい生徒

※総合科目は、レポート(課題)とスクーリング(面接授業)とテストにより高校卒業を目指します。

【学費及び諸費用】
学費は、高校卒業に向けての基本学費と、オプションの個別指導料金の２種類があります。

①基本学費

　　・国の就学支援金制度の減免額は、必要書類を提示していただいた後に決定されます。

　　・その他、教材費として別途徴収させていただきます。

　　・学習の状況に応じて、集中スクリーニング (補講)費用を徴収させていただく場合があります。
　　・各種公共奨学金の申請も可能です。

入学金 10,000円

諸経費(教科書代、教材費、損害保険加入費) 50,000円

教育充実費 50,000円

補習授業費 300,000円

設備費 30,000円
　※パソコン・タブレット末端は各自ご用意ください。

　　また、課外活動や職場体験等の活動費が別途必要になる場合はご相談します。



②オプション

サポート 内容 料金

個別指導 各コースの目標に向けた特別指導を行います。
場所は教室での指導です。
(勉強の進捗や不明点の解説)

月４回
(80分/1回)

26,950円

月8回
(80分/1回)

52,250円

派遣指導 各コースの目標に向けた特別指導を行います。
ご家庭に講師を派遣します。
(勉強の進捗や不明点の解説)

月４回
(80分/1回)

26,950円
+交通費

月8回
(80分/1回)

52,250円
+交通費

自習管理 教室で自習が出来ます。
(日程は予定表を事前に渡します)

〇
(無料)

指導報告 専用アプリで教室での様子を定期的に保護者様
にお伝えします。

〇
(無料)

※交通費は、往復10kmまで2,000円、往復20kmまで2,400円、往復30kmまで2,800円頂きます。

【放課後等デイサービスとの併用について】
放課後等デイサービスとの併用利用が可能です。現在、放課後等デイサービスを利用している生徒はも

ちろん、発達障害に悩んでいる方はご相談ください。



【奨学制度】
本校独自の学費支援制度として次の奨学制度があります。この制度は、家庭の事情により学校納付金

の納入が厳しい生徒で、入学後の学習に意欲がある生徒の経済的な支援を目的にしたものです。

■奨学金の種類

ひとり親家庭支援奨学生

■給付額

給付対象は次の相当額となりますが、給付額は国の就学支援金や県の学費軽減補助金の相当額を
控除した額が納付されます。

ひとり親家庭支援奨学生 卒業までが学業に耐えうる意欲のある者 給付額、詳細については
お問い合わせください

■出願基準及び選考人数

【出願基準】次の全ての要件に該当することが必要です。書類審査と面接を行い決定します。

ひとり親家庭支援奨学生

①卒業まで学業に耐えうる意欲のある者 ②中学校長の推薦があること

③専願で志願する者であること ④家庭の事情により免除を希望する者

【選考人数】若干名

■奨学金制度の資格の取り消し
奨学金規定に違反した場合、校長は奨学金の認定を取り消します。

■参考　
国の高等学校等就学支援金

私立高等学校等へ通う生徒に対し、国が行う授業料支援です。

支給上限額(年間)

　　　　　年収目安　590万円未満・・・29万7,000円
　　　　　年収目安　590万円以上910万円未満・・・11万8,800円

※掲載している年収は両親・高校生・中学生の４人家族で、両親の一方が働いている場合の目安です。

実際に対象となる年収は、家族構成などによって異なります 。

【高等学校等就学支援金とは】
全国の約80%の生徒が利用している授業料支援の仕組みです。

■年収約910万円未満の世帯が対象
学校種：高等学校、特別支援学校(高等部)、高等専門学校(1～3年生)など

■年間約12～30万円を支給(通信制高校)
学校の種類や所得の状況によって金額が変わります(下部参照)。
【お申し込みは学校へ】

入学時の4月など手続きが必要な時期に学校から案内があります。必ず確認してください。



【高校生等奨学給付金とは】
教科書費・教材費など、授業以外の教育費支援の仕組みです。

■生活保護世帯、住民税所得割非課税の世帯※が対象
※年収約270万円未満の世帯
学校種：高等学校等就学支援金と同様(特別支援学校を除く)
特別支援学校については、「特別支援教育就学奨励費」による支援があります。

■年間約3～15万円を支給
学校の種類や所得の状況によって金額が変わります。

■お申し込みは学校または住まいの都道府県へ
毎年7月頃に手続きが必要です。
手続き方法は学校またはお住まいの都道府県にお問い合わせください。

■(参考)保護者の年収目安と支援金額

保護者の年収目安 約270万円未満
(両方利用可)

約270～910万円未満 約910万円以上

高等学校等就学支援金 公立高校：約12万円
私立高校：約12万円～30万円

高校生等就学給付金 3万円～15万円

掲載している年収は４人家族(両親・子供２人)の場合の目安です。家族構成などで目安額は変わります。
※利用するためには、それぞれお申込みが必要です。返還は不要です

【個人情報の取り扱いについて】
個人情報の保護に関する法律に基づき、皆様よりお預かりする個人情報の扱いについてご説明します。

①本校は「個人情報」をご本人の就学を目的として使用します。

②本校は「個人情報」の取り扱いについて、取り扱い職員の権限を明確にし、業務の遂行上必要な限りに

おいて使用します。

③本校は知り得た「個人情報」をみだりに第三者に知らせること、又、不当な目的に使用することはしませ

ん。

④本校は「個人情報」の取扱い職員にその責務を確認・習熟させる為、必要な教育・研修を実施します。

⑤本校は「個人情報保護管理者」を設置しています。

⑥本校は「個人情報」開示請求、誤りの訂正請求に教育的配慮を講じた上で応じています。

【提出書類記入上の注意事項】
①提出書類は、黒色ペンまたはボールペン(黒)を使用し、楷書で記入してください。
(摩擦熱によりインクが消えるペンは使用しないでください。)
②現住所は、通知等の宛先になります。番地、アパート・マンション名、部屋番号まで詳細に記入してくだ

さい。

③記載内容を訂正する場合は、二重線を引き、記載者の訂正印を押印の上、余白に書き直してください。

④調査書は、在籍中、または在籍していた中学校に作成を依頼してください。


